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ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を

学
ぼ
う
！

東京都稲城市の小学校5、
6年生を招き、「1日新聞記
者」としてプロ野球の舞台
裏を探ってもらうスペシャ
ル企画「ジャイアンツを学
ぼう！」（主催・読売新聞社、
読売巨人軍）が7月31日、
地元の「読売ジャイアンツ
球場」で行われた。

キャリア教育のきっかけに
　今回の企画は読売新聞社と読売巨人軍による初めて
の試み。子どもが興味のあるテーマについて、当事者
から話を聞き、自分の言葉でまとめる力をつけることを
めざした。また、「興行」という一見華やかな舞台が、ど
のように作り上げられているのかも学ぶことも目標にし
た。巨人軍としては、普段お世話になっている地域への
恩返しの一環に、という狙いもあった。
　読売新聞東京本社教育ネットワーク事務局の岡部匡
志部長は「子どもにとってプロ野球の世界は憧れや親し
みの対象だが、実像はなぞに満ちた魅力的な存在で、
言葉の学びの素材として申し分ない。様々な人たちが
その世界を支えていることを知ることで、キャリア教育
のきっかけにもなる」と企画の狙いを説明する。また読
売巨人軍の土屋創ファン事業部長は「ファームの試合
は、１軍を目指す選手の真剣勝負の場。チームとしても、
ファンに喜んでもらえるよう、運営には力を入れている
ので、地域の子どもたちに関心を持ってもらえるのはう
れしい」と話していた。

記
者
と
巨
人
軍
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ド
バ
イ
ス

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
熱
心
に
メ
モ

思
い
思
い
に
新
聞
作
り

東
京
・
稲
城
の
小
学
５
、６
年
生
が

１
日
新
聞
記
者
に
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子
ど
も
た
ち
は
最
後
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
聞
い
た
話
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
新
聞
」
と
し
て
Ｂ
４
大
の
紙
に
ま
と

め
た
。
本
紙
記
者
が
新
聞
の
ま
と
め
方
を

助
言
し
、「
た
た
か
う
気
持
ち
が
重
要
」

「
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
る
」「
選
手
を
第

一
に
、
球
場
を
き
れ
い
に
」
な
ど
、
印
象

に
残
っ
た
言
葉
を
見
出
し
に
と
っ
て
、
紙

に
び
っ
し
り
と
記
事
を
書
き
込
む
子
ど
も

が
目
立
っ
た
。

　

稲
城
市
と
稲
城
市
教
育
委
員
会
が
後
援

し
、
市
教
委
の
協
力
で
市
内
の
５
、６
年

生
に
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
し
て
応
募
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
こ
の
日
は
抽
選
で
選
ば
れ
た
19
人

が
参
加
し
た
。
出
前
授
業
の
経
験
豊
富
な

読
売
記
者
と
、
チ
ー
ム
の
隅
々
ま
で
知
っ

て
い
る
巨
人
軍
の
ス
タ
ッ
フ
が
ア
テ
ン
ド

し
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
「
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
球
場
」
は
ふ
だ

ん
、
巨
人
軍
の
２
軍
の
試
合
が
行
わ
れ
て

お
り
、
主
に
若
手
の
鍛
錬
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
１
軍
の
主
力
選
手
が
練
習
に
訪
れ

　

続
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
タ
イ
ム
。
犠

牲
バ
ン
ト
の
世
界
記
録
保
持
者
で
、
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
る
川
相
昌
弘
二
軍

監
督
は
「
１
軍
で
通
用
す
る
選
手
を
育
て

る
こ
と
が
責
任
。
常
に
チ
ー
ム
全
体
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
で
、
選
手
時
代
よ
り

ス
ト
レ
ス
は
多
い
か
な
」
と
打
ち
明
け

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
と
言
も
聞
き
漏

ら
す
ま
い
、
と
メ
モ
帳
に
ペ
ン
を
走
ら
せ

た
。
１
軍
で
も
活
躍
し
て
い
る
田
口
麗
斗

投
手
は
「
一
日
を
後
悔
し
て
終
わ
ら
せ
た

く
な
い
の
で
、
毎
朝
、
自
分
が
や
る
べ
き

こ
と
を
確
認
し
て
、
必
ず
す
べ
て
や
り
遂

げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
プ
ロ
選
手
の

心
構
え
を
語
っ
た
。「
変
化
球
は
ど
う
や

っ
て
覚
え
ま
し
た
か
？
」「
子
ど
も
の
こ

ろ
は
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
か
？
」

①ベンチから間近で打撃練習を見学。「スイングが早い」と歓声があがる　②「見ていて面白い？」「暑くな
いですか？」と打撃練習を終えた選手とやりとり　③スタッフや選手たちと一緒に球拾い。「投球用」「ノック
用」でボールが別々になっていると知り、「へーっ」と感心　④川相２軍監督をインタビュー。「監督はベスト
ナイン、ゴールデングラブ賞を取っていますよね」と、事前勉強の成果を質問に生かす　⑤４時間を超えるプ
ログラムになったが、疲れる様子もなくあっという間に「ジャイアンツ新聞」を完成

る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

フ
ァ
ン
に
は
お
な
じ
み
の
施
設
だ
。
こ
の

日
は
巨
人-

楽
天
の
２
軍
の
公
式
戦
が
行

わ
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
打
撃
練
習
を

ベ
ン
チ
か
ら
見
学
。
30
度
を
超
え
る
猛
暑

の
中
、
バ
ッ
ト
を
振
る
選
手
の
姿
に
、
歓

声
が
あ
が
っ
た
。
通
り
が
か
っ
た
選
手
に

「
暑
く
な
い
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る
子

ど
も
も
い
た
。
練
習
終
了
後
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
出
て
球
拾
い
を
手
伝
い
、
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
興
奮
の

面
持
ち
だ
っ
た
。

と
質
問
も
相
次
い
だ
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ

フ
は
「
夏
場
は
芝
生
の
伸
び
が
早
い
の

で
、
2
日
に
１
回
は
芝
刈
り
を
し
て
い

る
」
と
仕
事
を
説
明
。
ス
ポ
ー
ツ
報
知
の

担
当
記
者
は
「
選
手
と
フ
ァ
ン
の
間
に
立

っ
て
、
ヒ
ー
ロ
ー
が
舞
台
裏
で
ど
ん
な
努

力
を
し
て
い
た
の
か
、
を
読
者
に
伝
え
た

い
。
選
手
の
本
当
の
気
持
ち
を
知
る
た
め

に
日
々
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
通
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。
続
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
選

手
が
ふ
だ
ん
、
食
事
を
取
る
な
ど
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
、
選
手
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
試
合
の
始
球
式
に
も
参
加

し
た
。

　

市
立
第
四
小
５
年
の
外と

山や
ま

珠す
ず

凪な

（
10
）

さ
ん
は
「
監
督
や
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

試
合
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
気
持
ち
が

分
か
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
野
球
が
ま

す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ

た
。
子
ど
も
が
ま
と
め
た
新
聞
に
目
を
通

し
た
保
護
者
か
ら
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
身
が
し
っ
か
り
書
け
て
い
て
驚
い
た
」

「
こ
う
い
う
行
事
に
は
、
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
い
う
声
が
出
て
い
た
。
読
売
新
聞

と
巨
人
軍
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
学
び

の
企
画
を
提
供
し
て
い
く
考
え
だ
。

❶

❷❸
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トップアスリート
１日合宿

●
五
つ
を
そ
ろ
え
る

　

練
習
と
併
せ
て
、
正
し
い
水
分
や
栄
養
の

補
給
を
学
ぶ
教
室
が
開
か
れ
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
北
京
五
輪
の
競
泳

日
本
代
表
で
管
理
栄
養
士
の
柴
田
隆り

ゅ
う

一い
ち

さ

ん
。「
今
年
は
猛
暑
。
汗
を
か
く
と
、
ミ
ネ

ラ
ル
分
も
一
緒
に
体
外
に
出
て
し
ま
う
。
水

と
一
緒
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
取
ろ
う
」
と
話
し
、

塩
や
砂
糖
、
レ
モ
ン
果
汁
な
ど
を
加
え
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ド
リ
ン
ク
の
作
り
方
を
伝
授
し
た
。

　

食
事
に
つ
い
て
は
、〈
１
〉
米
や
パ
ン
な

ど
の
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

汁
物
の
五
つ
を
そ
ろ
え
る
よ
う
努
め
る
〈
２
〉

そ
ろ
わ
な
い
時
は
、
翌
日
の
食
事
な
ど
で
補

う

─
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
張
本
選
手
の

あ
る
日
の
食
事
を
紹
介
し
、「
果
物
を
加
え

た
六
つ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
野
菜
を
し
っ
か

精鋭７選手と練習

食事のとり方学ぶ 　中学・高校の卓球部で活動する生徒たちが、日本オリンピッ
ク委員会（ＪＯＣ）エリートアカデミーの選手らと一緒に練習し、
食事についても学ぶ「鍛える、食べる　トップアスリート１日合
宿」（読売新聞東京本社主催、味の素共催）が８月７日、東京都
北区の味の素ナショナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）で開か
れた。２０２０年の東京五輪・パラリンピックとその先に向けて、
読売新聞社が進める「元気、ニッポン！」プロジェクトの一環で、
昨年のバドミントンに続く第２弾。生徒たちは効果的な食事の
とり方を学び、選手らと交流を楽しんだ。

【公立】横浜市立西本郷中学校
【私立】星美学園中学校・高校▽東海大学菅生高校中等部

▽桐朋中学校・高校▽安田学園中学校（東京都）
▽市川中学校▽和洋国府台女子中学校（千葉県）

※いずれも読売教育ネットワーク参加校

【主催】読売新聞東京本社
【共催】味の素
【後援】日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）／日本卓球協会

り
取
っ
て
い
る
」
な
ど
と
評
価
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
内
の
食
堂
で
と
っ

た
昼
食
で
、
教
わ
っ
た
こ
と
を
さ
っ
そ
く
実

践
。
肉
料
理
や
サ
ラ
ダ
な
ど
、
豊
富
な
メ
ニ

ュ
ー
の
中
か
ら
、
五
つ
が
そ
ろ
う
よ
う
に
自

ら
考
え
て
料
理
を
選
ん
だ
。

　

ま
た
、
練
習
の
前
後
に
、
ア
ミ
ノ
酸
入
り

の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
み
、
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
栄
養
を
補
う
「
補
食
」
の
大
切
さ
も

学
ん
だ
。

　

安
田
学
園
中
学
校
３
年
の
中
川
泰
雅
さ
ん

は
「
食
事
は
大
事
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
ま
で

朝
食
を
抜
く
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
取
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。
保
護
者

か
ら
は
「
毎
日
の
食
事
作
り
は
大
変
だ
が
、

子
ど
も
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ

て
い
た
。

●
７
校
の
卓
球
部
員
27
人
が
参
加

　
「
カ
コ
ン
、
カ
コ
ン
、
バ
シ
ッ
」

─
。

卓
球
台
を
は
さ
み
、
生
徒
と
選
手
が
球
を
追

い
、
打
ち
合
う
音
が
、
練
習
場
い
っ
ぱ
い
に

こ
だ
ま
し
た
。

　

練
習
に
臨
ん
だ
の
は
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
千
葉
県
の
中
学
校
・
高
校
７
校
の
卓
球

部
員
27
人
。
今
年
の
全
日
本
選
手
権
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
を
史
上
最
年
少
で
制
し
た
張
本
智

和
選
手
、
同
選
手
権
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
優
勝
の
長
崎
美み

柚ゆ
う

選
手
ら
エ
リ
ー
ト
ア

●
選
手
た
ち
に
も
刺
激

　
「
１
日
合
宿
」
を
締
め
く
く
る
選
手
と
の

質
疑
応
答
で
は
、
質
問
が
相
次
い
だ
。「
普

段
の
練
習
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？
」
と

の
質
問
に
対
し
、
選
手
た
ち
は
「
コ
ー
チ
の

話
を
き
ち
ん
と
聞
く
」「
試
合
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
、
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
」

な
ど
と
回
答
。「
勉
強
は
ど
う
し
て
ま
す
か
」

と
の
質
問
に
は
、「
短
時
間
で
集
中
し
て
や

っ
て
い
る
」「
遠
征
先
で
空
い
て
い
る
時
間

を
活
用
し
て
い
る
」
な
ど
と
答
え
て
い
た
。

　

星
美
学
園
高
校
３
年
、
木
村
菜
々
花
さ
ん

は
「
長
崎
選
手
に
サ
ー
ブ
の
打
ち
方
を
教
え

て
も
ら
っ
た
。
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は
練
習

で
も
ミ
ス
が
少
な
い
」
と
感
心
し
た
様
子
。

　

西
本
郷
中
学
校
３
年
、
鈴
木
颯
太
さ
ん
は

「
コ
ー
チ
か
ら
『
体
全
体
を
使
っ
て
打
て
』

と
言
わ
れ
、
直
し
た
ら
本
当
に
良
く
な
っ

た
。
強
い
選
手
た
ち
を
育
て
て
い
る
コ
ー
チ

に
教
わ
れ
て
う
れ
し
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

選
手
た
ち
に
も
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
、

張
本
選
手
は
「
上
手
な
人
が
多
く
て
、
一
緒

に
練
習
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
」。
長
崎
選

手
は
「
頑
張
っ
て
ね
、
と
声
を
か
け
て
も
ら

っ
た
。
東
京
五
輪
で
は
メ
ダ
ル
を
目
指
し
た

い
」
と
、
力
を
込
め
た
。

カ
デ
ミ
ー
に
在
籍
す
る
７
選
手
と
一
緒
に
汗

を
流
し
、
強
化
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ー
チ
陣
か
ら

指
導
を
受
け
た
。

　

最
初
は
硬
さ
が
目
立
っ
た
生
徒
た
ち
だ

が
、
日
本
卓
球
協
会
の
宮
崎
義
仁
強
化
本
部

長
が
「
打
つ
時
、
声
を
出
し
て
！ 

息
を
吐

く
こ
と
で
瞬
発
的
な
力
が
出
る
」
と
呼
び
か

け
る
と
、「
ア
ッ
、
ア
ッ
」
と
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
声
を
上
げ
な
が
ら
打
ち
込
み
始
め
た
。

　

後
半
は
試
合
形
式
の
練
習
が
行
わ
れ
、
張

本
選
手
と
ラ
リ
ー
の
末
、
点
を
奪
う
生
徒
も

現
れ
た
。

当日の様子は
こちらの動画からご覧いただけます

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
と
味
の
素
は
食
の
面
か
ら
日
本
代

表
選
手
ら
を
支
援
し
よ
う
と
、「
ビ
ク
ト
リ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
お
り
、
効
果

的
な
食
事
の
と
り
方
と
し
て
「
勝
ち
飯
」
を

提
唱
し
て
い
る
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
健
康
維
持
や
体
力
向
上
に
も
役
立
つ
考

え
方
だ
と
い
う
。

●
張
本
選
手
の
昼
食
は
合
格
点

　

こ
の
日
の
張
本
選
手
の
昼
食
は
、
主
食
の

「
天
津
丼
」、
主
菜
、
副
菜
、
牛
乳
の
四
つ
と

果
物
で
合
格
点
。
こ
れ
に
汁
物
が
加
わ
る
と

満
点
だ
っ
た
。
サ
ラ
ダ
の
お
椀わ

ん

に
は
キ
ャ
ベ

ツ
、
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ワ
カ
メ
な
ど
が

盛
ら
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
、「
い
ろ
ん
な
食

材
を
も
り
も
り
食
べ
て
い
た
」（
和
洋
国
府

台
女
子
中
学
校
３
年
、
須
藤
菜
々
子
さ
ん
）

な
ど
と
感
心
し
て
い
た
。

張本選手（右端）らエリートアカデミー生
と打ち合う中高生

球を打ち返そうとする女子生徒

質問に笑顔で答える長崎選手（左）ら

張本選手の
昼食メニュー

昼食はバイキング形式。野菜も取り放題だ

張本選手（左）と談笑しながら昼食をとる生徒たち

　ＪＯＣが五輪をはじめ国
際大会で活躍する選手を育
成するため、２００８年に始
めた事業。全国の中高生
の中から選ばれた選手たち
が、ＮＴＣ内で寮生活を送り
ながら、一流のコーチ陣に
よる指導を受けている。ア
ーチェリー、ボート、フェン
シングなど７競技で３６選手
が在籍している。

エリートアカデミー

参加校

主　菜

副　菜

主　食 主　菜

果　物

牛しゃぶ
ごま醤油ソース

牛乳 水餃子 お茶

天津丼 オニオン
ポークソテー

オレンジ
ジュース

サラダモロヘイヤ
おかか和え スイカ

鍛える
食べる

1 Day Training
 with  Athletes 

リポートリポート
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リポートリポート

世界中が暑かった
大川圭

けいすけ

祐 君（１１）
東京都江戸川区・小５
　熊谷で４１．１度を記
録するなど今夏の猛
暑が気になり、「暑い

夏を食い止めろ！」を見出しに構成した。将
来の夢は科学者。科学的な仕組みにも関
心が高く、解決方法として「低気圧を呼ぶ」
と書き込んだ。母・みさこさんは、「新聞を
読んで世界中が暑いことにも気がつけた」。
本人は「世界のことや解決策を、家に帰っ
てもっと調べたい」と闘志を燃やす。

動物守れ 強く訴え
伊藤碧

み な

菜さん（１５）
千葉県松戸市・中３
　オランウータンの
密猟被害を報じる記
事に胸が痛くなった。

「動物をとことん守れ！」という見出しを、１
文字ずつ活字を切り抜いて作成。「人と動
物が一緒に暮らせる社会になるような活
動が増えてほしい」とまとめた。母親のな
ぎささんは「娘が納得するよう、テーマ選
びは任せた。自分で生き方を考える年齢
になったんですね」と感慨深げだった。

新聞を切り貼りしてスクラップ作品を作る「夏休み親子新聞教室」（読
売新聞社主催）が8月、東京・大手町の読売新聞東京本社で開かれた。
3回の教室には小中学生とその親など計80組195人が参加。この夏
の記録的な猛暑や、サッカーのワールドカップなど、思い思いのテーマ
で記事や写真を集め、「世界に一つだけの新聞」作りに取り組んだ。

私だけの

紙面づくり

野球好き 甲子園特集
中村 誓

せ い

 君（７）
千葉県浦安市・小２
　高校野球の記事を
集め、「１００回きねん
甲子園新聞」の題字

をつけた。「地元の高校は負けちゃったけ
ど、勝った西千葉・中央学院を応援したい。
題字に特に力を入れた」と、野球熱を作品
に込めた。「試合が終わったら第２弾の新
聞をつくる」と話す姿に、母親の直子さん
は「テレビで試合を見ながらいろいろ考え
ていたことが分かった」と目を細めた。

写真から猛暑に興味
中島信太郎君（６）
東京都江戸川区・小１
　見出しは「ことしの
なつは、あついよー！」。
当日の本紙朝刊１面

「野菜高値」の写真が目にとまり、今夏の
猛暑の記事を集めた。母親のまゆみさん
が読み聞かせ、本人は「新聞を読んだ気分」
と満足げ。傘のイラストを描き「あめよ、ふ
ってー！」と見出しで訴える。自由研究作品
として学校へ提出する予定。まゆみさんが
「よく頑張りました」とほほ笑んだ。

温暖化対策 私の意見
大久保みそら さん（１２）
東京都練馬区・小６
　地球温暖化についてまとめた。
選んだ記事は少なかったが、「レ
ジ袋をもらわなかったり、節電し

たり、着ない服をリサイクルしたり、私にもできること
に取り組みたい」とぎっしりと意見を書き込み、読み
応えのある作品に仕上げた。母親の結子さんは「ここ
まで文字を書き込むとは思わなかった。温暖化に関
心があることを初めて知りました」と驚いていた。

試合成績 楽しく分析
佐々木 心

しん

 君（９）
神奈川県厚木市・小４
　日頃応援するプロ野球・楽天
の記事を集め、「前半失速、後
半にっこり」の見出しでまとめた。

「おばあちゃんが暮らす仙台」の楽天が好きで、勝ち
負け両方の記事を左右に貼り分けた。家族で今年は
すでに３試合を観戦。次は仙台で観戦後に、球場のゴ
ミ分別を手伝うボランティアを体験する計画という。
父親の雄三さんは「うまくまとめてくれた」と喜んだ。

パンダの数 少ない
竹内百

も も あ

亜 さん（９）
神奈川県藤沢市・小３
　大好きなパンダについて、パ
ンダは国民的人気、でも保護が
必要な希少種、日本のどこにい

るの？　と三つのパートに分けてまとめた。「人気だ
からたくさんいると思っていたけれど、数が少ないこ
とが分かった。大切に守っていきたい」と意見を書い
た。母親の百亜奈（もあな）さんは「前に参加した時よ
りも記事を選ぶ力がついた」と娘の成長を感じていた。

ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
な
ど
を
め
く
り

な
が
ら
、
テ
ー
マ
を
探
し
た
。
気
に
な

る
記
事
や
写
真
、
広
告
を
い
く
つ
も
切

り
抜
き
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
な
が
ら

新
聞
大
の
紙
に
貼
っ
て
い
く
。
注
目
し

た
部
分
に
蛍
光
ペ
ン
や
サ
イ
ン
ペ
ン
で

色
を
つ
け
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
と
な
る

新
し
い
見
出
し
を
考
え
た
。
子
ど
も
と

親
が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
書
き
込
み
、
親

子
で
力
を
合
わ
せ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
新
聞

を
完
成
さ
せ
た
。

　
「
見
出
し
や
写
真
、
グ
ラ
フ
だ
け
を

貼
り
つ
け
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
作

ゴ
イ
シ
オ
リ
さ
ん

（
東
京
都
在
住
）
が

考
案
し
た
工
作
「
新

聞
フ
ー
ド
ク
ラ
フ

ト
」
は
、
用
意
さ
れ

た
実
物
の
ス
イ
カ
や

桃
、
ブ
ド
ウ
な
ど
９

種
の
果
物
を
よ
く
見

て
、
色
や
手
触
り
を

確
か
め
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
一
つ
選
ん

言
葉
探
し
た
り 

発
見
ア
ピ
ー
ル
し
た
り

　

こ
の
う
ち
８
月
４
日
の
教
室
で
は
、

初
め
に
新
聞
を
活
用
し
た
授
業
に
取
り

組
む
２
人
の
教
諭
が
、
日
頃
の
実
践
を

発
表
し
た
。

　

東
京
都
北
区
立
柳
田
小
の
藤
方
裕
介

教
諭
は
１
年
生
の
担
任
。
新
聞
を
め
く

り
な
が
ら
、
親
に
似
て
い
る
人
な
ど
を

見
つ
け
る
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、「
新
聞
か
ら
知
っ
て
い

る
言
葉
や
写
真
を
見
つ
け
る
だ
け
で
も

い
何
か
を
発
見
で
き
る
。
そ
れ
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
秋
山
純
子
・
読
売
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
内
容

が
一
目
で
分
か
る
見
出
し
の
大
切
さ
に

ふ
れ
な
が
ら
、
こ
の
日
の
作
品
の
作
り

方
を
解
説
し
た
。

共
同
作
業
、
貴
重
な
時
間

　

子
ど
も
た
ち
は
、
会
場
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
読
売
新
聞
や
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
新
聞
、
読
売
中
高
生
新
聞
、
英
字
紙

お父さん・お母さんのアドバイスを受けて自分だけの新聞作り

サゴイさん（中央）の説明を受けて果物を作り上げていく子どもたち

黒帯姿のピカチュウに大歓声

十
分
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
は
『
こ
う
し
な

さ
い
』
と
押
し
つ
け

な
い
で
」
と
話
し
た
。

　

東
京
都
稲
城
市
立

稲
城
第
四
中
の
岩
田

美
紀
教
諭
は
、
は
が

き
や
新
書
サ
イ
ズ
で

本
や
詩
を
紹
介
す
る

ミ
ニ
新
聞
作
り
を
報

告
。「
新
聞
は
本
当

に
奥
が
深
い
。
テ
ー

マ
を
決
め
て
記
事
を

集
め
る
中
で
、
新
し

品
に
な
る
よ
」
な
ど

と
、
指
導
教
諭
が
会

場
を
回
り
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　

最
後
に
７
組
の
親

子
が
作
品
を
手
に
発

表
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
テ
ー
マ

や
工
夫
し
た
点
、
感

想
な
ど
を
堂
々
と
述

べ
た
。
一
緒
に
話
し

合
い
な
が
ら
作
品
を

作
っ
た
親
か
ら
は

で
、
水
彩
絵
の
具
で
表
皮
の
色
を
再
現

し
、
新
聞
紙
１
枚
を
塗
る
。
乾
か
す
間

に
別
の
新
聞
を
丸
め
て
芯
を
作
り
、

最
後
に
色
付
け
し
た
紙
を
か
ぶ
せ
て
整

え
、
遠
目
に
は
本
物
の
よ
う
な
“
果
物
”

を
完
成
さ
せ
た
。

　

千
葉
県
松
戸
市
立
六
実
第
三
小
６
年

の
伊
藤
健
介
君
（
11
）
は
「
色
を
近
づ

け
る
の
が
意
外
と
難
し
か
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
。
サ
ゴ
イ

さ
ん
は
「
新
聞
紙
に
色
を
塗
る
と
、
不

思
議
と
味
の
あ
る
色
合
い
・
風
合
い
が

生
ま
れ
る
」
と
工
作
と
し
て
の
魅
力
を

語
り
、「
新
聞
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に

な
り
、
身
近
な
食
材
に
興
味
を
持
た
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。
子
ど
も
も
大
人
も

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス

ト
は
ピ
カ
チ
ュ
ウ

　

作
品
発
表
の
直

後
、
白
い
空
手
道
着

に
黒
帯
姿
の
ピ
カ
チ

ュ
ウ
が
会
場
に
現
れ

た
。
こ
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
に
「
わ
あ
ー
っ
、

か
わ
い
い
ー
」
と
子

ど
も
た
ち
は
歓
声
を

上
げ
た
。

　

空
手
は
、
開
幕
ま
で
２
年
を
切
っ
た

東
京
五
輪
の
新
競
技
。
ピ
カ
チ
ュ
ウ
は

東
京
都
千
代
田
区
で
開
か
れ
た
応
援
イ

ベ
ン
ト
か
ら
、
親
子
新
聞
教
室
に
駆
け

つ
け
た
。
た
ち
ま
ち
子
ど
も
た
ち
に
囲

ま
れ
、
記
念
写
真
に
お
さ
ま
っ
た
。

　
「
ポ
ケ
モ
ン
の
映
画
や
テ
レ
ビ
を
見

る
の
が
好
き
」
と
い
う
東
京
都
練
馬
区

の
小
学
２
年
・
大
久
保
あ
か
り
さ
ん

（
８
）
は
、
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞

か
ら
ポ
ケ
モ
ン
の
記
事
を
集
め
、「
ポ

ケ
モ
ン
え
い
が　

み
ん
な
は
も
う
み

た
？
」
の
見
出
し
で
作
品
を
仕
上
げ
た

ば
か
り
。「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
に
も
会
え
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
だ
。

「
最
初
は
難
し
す
ぎ
る
か
な
と
思
っ
た

が
、
次
々
と
記
事
を
選
ぶ
姿
を
見
て
、

成
長
を
実
感
し
た
」「
子
ど
も
と
の
共

同
作
業
を
楽
し
ん
だ
貴
重
な
時
間
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
　
　
　

新
聞
紙
使
っ
て
“
果
物
”
い
ろ
い
ろ

　

新
聞
を
使
っ
て
果
物
を
作
る
食
育
コ

ー
ナ
ー
が
、
会
場
の
一
角
に
設
け
ら
れ
、

小
学
１
年
か
ら
中
学
１
年
の
計
７
人
が

紙
の
感
触
を
楽
し
ん
だ
。

　

キ
ッ
ズ
食
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
サ

楽
し
め
る
の
で
、
家
庭
で
も
や
っ
て
み

て
ほ
し
い
」
と
勧
め
て
い
た
。

夏 親休 子み 新 教聞 室
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学校×企業

過
渡
期
を
迎
え
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ

教
育
界
と
新
聞
界
が
協
力

　

新
聞
活
用
学
習
を
意
味
す
る
Ｎ
Ｉ

Ｅ
（N

ew
spaper In Education

の
略
）
は
、
社
会
性
豊
か
な
子
供
の

育
成
な
ど
を
目
的
に
し
た
、
教
育
界

と
新
聞
界
が
協
力
し
て
進
め
る
活

動
。
米
国
で
始
ま
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
日
本
で
は
１
９
８
５
年
の
新

聞
大
会
で
提
唱
さ
れ
、
年
１
回
開
か

れ
る
全
国
大
会
で
は
、
最
新
の
新
聞

活
用
授
業
実
践
例
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
ら
多
く
の
先
生
方
に
よ
っ

て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
被
災
地
・
岩
手

を
会
場
に
、「
新
聞

と
歩
む　

復
興
、
未

来
へ
」
と
題
し
、
震
災
復
興
に
新
聞

が
役
立
つ
授
業
実
践
例
が
20
件
近
く

報
告
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
大
槌
町
の

イ
ザ
ー
」
に
認
定
し
、
現
在
、
約

２
５
０
人
が
、
活
用
方
法
を
助
言
し

た
り
、
研
究
し
た
り
す
る
な
ど
、
各

地
の
教
育
現
場
で
「
新
聞
活
用
学
習

の
核
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

今
大
会
で
も
、
そ
う
し
た
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
集
ま
っ
た
全
国
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
が
開
か
れ
、
教
科

単
元
に
沿
っ
た
新
聞
活
用
授
業
例
を

発
表
し
た
り
、
週
１
回
の
朝
学
習
の

時
間
を
新
聞
を
読
む
時
間
に
あ
て
る

学
習
実
態
を
紹
介
し
た
り
な
ど
、
約

40
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
悩

み
を
共
有
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
員
が
50

代
以
上
。
あ
る
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
「
長
年
に
わ
た
っ
て
新
聞
活
用
授

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
先
生
が
退
職

し
た
り
、
校
長
な
ど
の
管
理
職
に
な

っ
た
り
な
ど
で
舵
取
り
役
が
減
り
、

残
っ
た
人
員
で
運
営
し
て
い
く
の
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
新

聞
活
用
学
習
を
広
め
る
活
動
継
続
に

厳
し
さ
を
訴
え
る
声
も
聞
か
れ
た
。

　

新
聞
を
活
用
し
た
学
習
を
行
う

と
、
子
供
た
ち
の
読

解
力
や
表
現
力
な
ど

学
力
が
ア
ッ
プ
す
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
各

地
で
出
て
い
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
そ
う
し
た
子
供
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
新
聞
活
用
学
習
に

魅
力
を
感
じ
、
広
げ
た
い
と
考
え
る

先
生
方
ば
か
り
だ
。
し
か
し
、
新
聞

を
読
ま
な
い
大
人
が
増
え
て
い
る
昨

今
、
同
様
の
先
生
も
増
え
る
な
ど
、

後
継
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
増
や
し
て
い

く
の
は
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
だ
。

研
修
・
講
習
の
テ
ー
マ
に 

「
新
聞
活
用
」も

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
小
中
高
で
順

次
実
施
さ
れ
る
次
期
学
習
指
導
要
領

の
総
則
に
は
、
新
聞
活
用
が
盛
り
込

ま
れ
た
。「
写
真
比
較
」「
記
事
比

較
」
な
ど
、
教
科
書
に
載
っ
た
新
聞

活
用
に
関
す
る
各
単
元
を
ど
う
教
え

る
か
悩
ん
で
い
る
初
心
者
の
先
生
に

は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
新
聞
記
事
を

授
業
に
生
か
す
方
法
を
具
体
的
に
示

せ
ば
、
直
接
役
立
ち
、
新
聞
の
魅
力

も
伝
わ
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　

初
任
者
研
修
、
３
年
目
、
10
年
目

研
修
と
い
っ
た
各
教
育
委
員
会
主
導

の
教
員
研
修
や
、
大
学
で
行
わ
れ
る

教
員
免
許
更
新
講
習
な
ど
で
新
聞
活

用
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
こ
ろ
も
出
て

き
て
い
る
。
今
こ
そ
鮮
や
か
に
ニ
ュ

ー
ス
を
切
り
取
る
経
験
を
積
ん
だ
Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
先
生
方
の
出
番
と
も
言
え
る
。

　

ベ
テ
ラ
ン
勢
が
大

量
に
い
な
く
な
る
ま

で
に
時
間
は
さ
ほ
ど

残
さ
れ
て
い
な
い
。

来
年
は
栃
木
、
２
年
後
の
東
京
は
、

大
会
開
催
か
ら
四
半
世
紀
を
迎
え
る

記
念
す
べ
き
大
会
と
な
る
。
読
売
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
も
、
ニ
ュ

ー
ス
の
見
出
し
に
つ
い
て
考
え
た

り
、
情
報
の
意
味
を
考
え
た
り
す
る

出
前
授
業
な
ど
を
通
し
、
先
生
た
ち

と
協
力
し
な
が
ら
、
社
会
に
目
を
向

け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

会場では、小学生の公開授業を大勢の先生方が見守った（盛岡市内で）

悩みや取り組みを報告し合うＮＩＥアドバイザー（盛岡市内で）

　

新
聞
を
授
業
で
活
用
す
る
実
践
例
が
紹
介
さ
れ
る
「
第
23
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
盛
岡
大
会
」（
日
本
新
聞
協
会
主
催
、
盛
岡
市
教
委
・
岩
手
県
大
槌
町
教
委

共
催
、
文
科
省
な
ど
後
援
）
が
７
月
26
、
27
日
の
２
日
間
、
盛
岡
市
な
ど
で
開

か
れ
、
先
生
や
新
聞
関
係
者
ら
約
１
６
０
０
人
が
参
加
し
た
。
大
会
は
立
ち
見

も
出
る
な
ど
大
盛
況
と
な
っ
た
が
、
中
心
と
な
る
新
聞
活
用
技
術
の
あ
る
教
諭

ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
多
く
が
50
代
以
上
と
な
る
な
ど
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
巡
る

状
況
は
過
渡
期
を
迎
え
て
い
る
。（
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局　

住
吉
由
佳
）

小
中
一
貫
校
・
町
立
大
槌
学
園
は
被

災
経
験
を
生
か
し
、
西
日
本
豪
雨
の

被
災
者
の
役
に
立
つ
支
援
方
法
を
提

案
す
る
公
開
授
業
を
行
っ
た
。「
震

災
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
」
が
増

え
つ
つ
あ
る
現
状
で
、
新
聞
を
通
し

て
復
興
を
肌
で
感
じ
、
後
世
に
伝
え

ら
れ
る
取
り
組
み
も
多
く
報
告
さ
れ

る
な
ど
、
今
大
会
が
残
し
た
も
の
は

少
な
く
な
い
。

草
創
期
世
代
が
続
々
退
職

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
草
創
期
か
ら
30

年
の
時
を
経
て
、
新
聞
活
用
実
践
を

牽
引
し
て
き
た
世
代
が
続
々
と
退
職

し
て
い
く
時
期
に
入

り
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
活
動

継
続
に
黄
信
号
が
灯

る
地
域
も
出
始
め
た
。

　

日
本
新
聞
協
会
は
、
新
聞
活
用
技

術
の
あ
る
小
中
高
の
先
生
方
ら
を

２
０
０
４
年
か
ら
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

後
継
者
難

社
会
に
目
を
向
け
る 

子
ど
も
育
て
る
た
め
に

全
国
大
会
の
現
場
か
ら
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応援団のメンバーに取材する生徒たち

中高生新聞の編集会議で鋭い指摘を連発する生徒たち

　

東
京
都
立
立
川
国
際
中
等
教
育
学
校

の
４
年
生
（
高
１
）
４
人
が
夏
休
み
に
、

読
売
中
高
生
新
聞
編
集
室
や
読
売
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
で
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
同
校
か
ら
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
一
昨
年
、
昨
年

に
続
い
て
３
回
目
。
小お

此こ
の

木ぎ

咲さ

希き

さ
ん

ら
４
人
が
、
３
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
し
た
。

高
校
野
球
西
東
京
大
会
を
取
材

　

初
日
は
、
中
高
生
新
聞
の
編
集
方
針

に
つ
い
て
石
間
俊
充
編
集
長
の
説
明
を

受
け
た
後
、
神
宮
球
場
に
移
動
し
、
白

石
裕
真
記
者
の
指
導
で
高
校
野
球
西
東

京
大
会
の
準
々
決
勝
、
東
海
大
菅
生
と

八
王
子
の
試
合
を
取
材
し
た
。
記
者
室

や
カ
メ
ラ
マ
ン
席
を
見
学
し
た
後
、
猛

暑
を
も
の
と
も
せ
ず
ス
タ
ン
ド
に
出

て
、
東
海
大
菅
生
の
応
援
団
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
挑
戦
。
試
合
終
了
後

に
は
、
両
チ
ー
ム
の
監
督
や
選
手
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
記

者
に
交
じ
り
、
メ
モ
を
取
っ
た
。
そ
れ

ら
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
た
「
高

校
野
球
」
を
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
１
枚
の
記
事
に
ま
と
め
た
。

編
集
会
議
で
鋭
い
指
摘

　

２
日
目
は
、
中
高
生
新
聞
の
校
了
作

業
を
見
学
。
校
閲
部
や
編
成
部
、
さ
ら

に
印
刷
工
場
に
も
出
向
い
て
、
新
聞
が

刷
り
上
が
る
ま
で
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。「
一
つ
の
新
聞
を
作
る
の
に
、
多

く
の
人
々
が
協
力
し
て
い
る
」
と
驚
い

田
３
大
会
連
続
弾
」「
２
度
の
劣
勢
は

ね
返
す
」
を
挙
げ
、「
三
つ
の
見
出
し

だ
け
で
、
試
合
の
流
れ
が
何
と
な
く
分

か
る
」
と
話
し
た
。

見
出
し
ク
イ
ズ
に
挑
戦

　

最
後
に
、
８
月
１
日
付
夕
刊
第
２
社

会
面
の
記
事
「
味
は
い
い
け
ど
、
経
営

が
…
『
ま
ず
い
棒
』
銚
子
電
鉄 

発
売

へ
」
の
見
出
し
を
伏
せ
た
紙
面
を
配

り
、
見
出
し
を
ク
イ
ズ
に
し
た
。
参
加

者
は
、「
経
営
ま
ず
い　
『
ま
ず
い
』
で

解
決
」
な
ど
と
傑
作
を
披
露
し
た
。
石

間
記
者
は
「
時
間
が
な
い
時
は
、
見
出

し
だ
け
で
も
読
む
と
よ
い
」
と
勧
め
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は
そ
の
後
、
デ
ィ

ー
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
見
学
や
荒
木
三

郎
・
同
証
券
社
長
と
の
名
刺
交
換
な
ど

を
行
っ
て
社
員
の
仕
事
を
学
ん
だ
。

石間記者（奥）の説明を聞きながら読売ＫＯＤＯＭＯ新聞を手に取る小学生ら

「こども参観日」に記者の紙面解説
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン・ス
タ
ン
レ
ー
証
券

「新聞」をつぶさに体験
取材から印刷まで

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ

ー
証
券
は
８
月
９
日
、
東
京
・
大
手
町

の
本
社
で
「
こ
ど
も
参
観
日
」
を
開
い

た
。
講
師
に
招
か
れ
た
読
売
新
聞
東
京

本
社
社
会
部
の
石
間
亜
希
記
者
が
、
読

売
新
聞
や
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
を

使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
新
聞
の
読
み
方

を
説
明
し
た
。

新
聞
の
勉
強
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
「
こ
ど
も
参
観
日
」
は
、
同
証
券
が

社
員
の
家
族
に
職
場
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
夏
に
開
い
て
い

る
。
３
年
目
と
な
る
今
回
は
小
学
生
53

人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
の
「
こ
ど
も
入
社
式
」
で
は
、

藤
原
誠
之
人
事
部
長
が
「
き
ょ
う
一
日

社
員
と
し
て
楽
し
く
学
び
、
帰
っ
て
か

ら
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
に
、
仕
事
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
質
問
し
て
ほ
し
い
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
参
加
者

同
士
の
自
己
紹
介
に
続
き
、
進
行
役
の

濵
畑
め
ぐ
美
部
長
代
理
が
「
証
券
会
社

の
社
員
は
朝
、
一
番
最
初
に
新
聞
を
読

む
の
で
、
新
聞
の
勉
強
か
ら
始
め
ま
す
」

と
話
し
、
石
間
記
者
を
紹
介
し
た
。

　

石
間
記
者
は
、「
見
出
し
は
、
書
い

た
記
者
と
は
別
の
専
門
記
者
が
考
え
て

い
る
。
見
出
し
を
読
む
と
、
そ
の
記
事

で
一
番
言
い
た
い
こ
と
が
だ
い
た
い
分

か
る
」
と
明
か
し
た
。
例
と
し
て
６
月

25
日
付
ス
ポ
ー
ツ
面
の
記
事
「
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯 
Ｈ
組 

乾 

右
で
射
抜
い
た
」「
本

た
様
子
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
石
間
編
集
長
か
ら
高
校
野

球
記
事
の
講
評
を
受
け
た
後
、
同
紙
の

編
集
会
議
に
出
席
。
４
人
と
も
同
紙
の

愛
読
者
と
あ
っ
て
、「
紙
面
に
登
場
す

る
ア
イ
ド
ル
に
偏
り
が
あ
る
」
な
ど
鋭

い
指
摘
を
連
発
し
、
記
者
た
ち
を
た
じ

た
じ
と
さ
せ
て
い
た
。

　

最
終
日
は
、
中
東
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

特
派
員
を
歴
任
し
た
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
の
佐
藤
伸
企
画
委
員
か
ら
、

「
英
字
新
聞
の
読
み
方
」
に
つ
い
て
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
会
社
見
学
コ

ー
ス
に
参
加
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
模
擬
取
材
も
体
験
し
た
。
３
日

間
の
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
ら
は
「
記

事
の
一
つ
一
つ
に
、
い
か
に
多
く
の
情

報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
、
記
者

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」「
今
後
は
さ
ら
に
隅
々
ま
で

読
ん
で
い
き
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て

い
た
。
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記
者
体
験
や

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦 

　

中
学
生
向
け
の
10
日
に
は
、
中

学
２
、３
年
生
10
人
が
参
加
。
午

前
中
に
ま
ず
「
新
聞
教
室
」
を
受

講
し
、
新
聞
社
の
し
く
み
や
新
聞

が
で
き
る
ま
で
の
説
明
を
受
け
、

編
集
局
を
見
学
し
た
ほ
か
、
架
空

の
町
を
取
材
し
て
紙
面
を
作
る
記

者
体
験
を
し
た
。 

　

午
後
に
は
す
ぐ
近
く
の
「
大
手

町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ
グ
ラ

ン
キ
ュ
ー
ブ
」
に
あ
る
Ｎ
Ｒ
Ｉ
本

社
へ
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
オ
ー
プ
ン

な
会
議
室
や
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ソ

コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
仕
事
も
で
き

る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
を
見
て
回
っ

た
。「
ど
ち
ら
も
き
れ
い
で
、
働

い
て
い
る
人
が
楽
し
そ
う
」、
参

加
者
か
ら
声
が
上
が
る
。 

　

そ
の
後
は
３
、４
人
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
Ｎ
Ｒ
Ｉ
の
「
Ｉ
Ｔ
戦

略
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
挑
戦
し
た
。

カ
ー
ド
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
形
式
で

シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事

を
模
擬
体
験
す
る
。
顧
客
の
要
望

に
沿
っ
て
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
を

提
案
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
だ
。 

　

業
界
７
位
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
か
ら
８
億
円
で

シ
ス
テ
ム
作
り
を
発
注
さ
れ
た
と

い
う
設
定
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
推
進
室
の
都
甲
晋
平
さ
ん

の
指
導
で
、
店
舗
の
条
件
や
シ
ス

テ
ム
の
内
容
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド

を
順
番
に
開
け
て
、
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
を
構

成
し
て
行
く
。 

　

最
終
的
に
得
点
を
集
計
し
、
ど

れ
だ
け
業
績
が
上
が
っ
た
か
チ
ー

ム
ご
と
に
評
価
さ
れ
る
。
高
校
生

や
大
学
生
で
も
得
点
が
と
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
ゲ
ー
ム
だ
が
、
こ
の

日
の
中
学
生
た
ち
は
い
ず
れ
も
高

得
点
で
、
中
に
は
業
界
２
位
ま
で

チ
ェ
ー
ン
を
押
し
上
げ
た
チ
ー
ム

も
。 

「
食
品
ロ
ス
」に
ア
イ
デ
ア

　

こ
こ
ま
で
の
学
び
を
踏
ま
え
て

最
後
は
「
食
品
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ

に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
報
道
が
ど

う
関
わ
れ
る
か
、
自
由
に
話
し
合

っ
た
。「
商
品
の
消
費
期
限
が
近

づ
く
に
連
れ
て
刻
々
と
値
段
が
下

が
る
表
示
は
で
き
な
い
か
」
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
出

し
た
。 

　

東
京
学
芸
大
附
属
世
田
谷
中
学

３
年
の
坂
入
光
太
郎
君
は
、「
社

会
の
問
題
を
皆
で
考
え
る
の
は
面

白
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

カードを前にシステムを考える参加者
たち（右はNRIの都甲さん）

　

野
村
総
合
研
究
所（
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）と
読
売
新
聞
東
京
本
社
が
協
力

し
て
8
月
10
と
22
日
、
東
京
・
大
手
町
で
中
・
高
校
生
向
け
の
夏

休
み
イ
ベ
ン
ト「
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
大
研
究
！
」
を
実
施
し
た
。
Ｎ

Ｒ
Ｉ
が
得
意
と
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
新
聞
社
に
よ
る
報

道
を
、
社
会
を
支
え
る
基
盤（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）と
し
て

同
時
に
学
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

NRIと読売新聞が中高生向け体験イベント

情
報
イ
ン
フ
ラ
を
大
研
究
！

　「新聞＠スクール 月刊ワークシート」は、そ
の時々のニュースをイラストと記事で解説し
設問に答えてもらう特集ページで、毎月初旬
の読売新聞朝刊に掲載されています。
　この特集を別刷り新聞として定期的にまと
め、希望する学校に無料でお送りしています。

「東 京 2020 ここが 新しい！」（2018 年 4 月）、
「女性が働きやすい社会へ」（同 5 月）、「宇宙

の謎 迫る探査機」（同 6 月）、「SNS 便利だけど
危ない！」（同 7 月）をそれぞれテーマに取り上
げた 4 か月分が再録されています。
　希望する学校は、必要部数と送り先・連絡
先・担当者名を明記しお申し込みください。

【送信先】ednet@yomiuri.com

「月刊ワークシート」
差し上げます
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海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

独
ヤ
ー
コ
プ
ス
大
学
ブ
レ
ー
メ
ン

「
自
然
環
境
へ
の
変
化
」

立
命
館
宇
治
高（
京
都
府
）卒
、
ヤ
ー
コ
プ
ス
大
学
ブ
レ
ー
メ
ン（
ド
イ
ツ
）２
年（
執
筆
時
）    

堀ほ
り 

雄ゆ
う

斗と 

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0004294167でお読みいただけます。

44

　

さ
ら
に
、
高
校
時
代
１
年
間
カ
ナ

ダ
に
留
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の

で
、
海
外
の
大
学
へ
の
進
学
に
た
め

ら
い
は
な
く
、
再
度
留
学
し
よ
う
と

決
め
た
。

　

ヤ
ー
コ
プ
ス
大
学
ブ
レ
ー
メ
ン（
Ｊ

Ｕ
Ｂ
）
が
見
つ
か
っ
た
の
は
幸
運
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

高
校
で
の
修
了
科
目
に
関
係
な
く
自

然
科
学
系
の
学
科
を
専
攻
で
き
る
か

ら
だ
。
そ
れ
に
私
は
、
ド
イ
ツ
の
環

境
問
題
に
関
す
る
政
策
決
定
や
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
移
民
、
難
民
問
題
に

関
す
る
議
論
に
も
関
心
が
あ
っ
た
。

学
問
的
・
社
会
的
分
野
に
お
け
る
興

味
と
志
望
を
か
な
え
よ
う
と
、
こ
の

大
学
へ
の
進
学
を
決
め
た
。

　

進
学
当
初
の
大
学
生
活
は
楽
し
み

に
満
ち
て
い
た
。
Ｊ
Ｕ
Ｂ
の
持
つ
国

際
的
な
雰
囲
気
と
ド
イ
ツ
で
の
生
活

開
始
と
い
う
新
し
い
経
験
に
興
奮
し

た
も
の
だ
。
し
か
し
、
大
学
に
在
籍

す
る
こ
と
は
楽
し
み
ば
か
り
で
は
な

い
。
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

自
然
科
学
や
数
学
を
高
校
時
代
に

ほ
と
ん
ど
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
の

　
「
な
ぜ
ド
イ
ツ
の
大
学
を
選
ん
だ

の
か
」
と
繰
り
返
し
自
問
し
て
き

た
。
し
か
し
、
答
え
は
未
だ
に
は
っ

き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
様
々
な
理
由
が
絡
み
合
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　

私
は
大
学
で
環
境
学
を
専
攻
し
、

天
然
資
源
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
高
校
は
文
系

選
択
だ
っ
た
の
で
、
日
本
の
大
学
の

自
然
科
学
系
学
科
へ
は
志
願
す
る
こ

と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。

ヤーコプス大学ブレーメン

ブレ ーメン 国 際 大 学として
2001 年に創立、2007 年に現
大学名となった私立大学。講
義は英語で行われ、110 か国
の約 1400 人の学生が在籍す
るドイツ国内でも国際的な大
学の一つ。

で
、
物
理
、
化
学
、
数
学
と
い
っ
た

科
目
に
は
苦
戦
し
た
。
地
学
の
授
業

に
も
悩
ま
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
多

く
の
専
門
用
語
を
暗
記
し
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
ら
の

難
問
を
克
服
す
る
の
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
し
、
学
習
意
欲
も
落
ち
込
ん

だ
。

　

１
年
次
の
終
わ
り
、
ド
イ
ツ
中
部

の
ハ
ル
ツ
山
地
へ
の
研
修
旅
行
に
参

加
し
た
。
そ
こ
で
の
地
質
学
的
な
特

徴
や
、
環
境
問
題
を
調
査
す
る
た
め

だ
っ
た
。
こ
の
旅
行
は
と
て
も
実
用

的
で
、
独
自
の
考
え
方
が
求
め
ら
れ

た
。
自
分
の
学
ん
だ
知
識
を
総
動
員

し
て
関
連
付
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
教
授
た
ち
は
い
つ
も

「
ど
う
し
て
そ
れ
が
こ
の
環
境
に
と

っ
て
重
要
な
の
か
？
」「
こ
れ
が
教

室
で
学
ん
だ
こ
と
と
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
だ
？
」「
ど
う
し
て

そ
う
考
え
る
ん
だ
？
」
と
聞
い
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
問
い
か
け
か
ら
、
教

室
で
の
講
義
は
試
験
の
た
め
で
は
な

く
、
実
社
会
に
結
び
つ
い
て
い
る
も

の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
思
い
出
す
こ
と
で
学
習
意
欲

Germany

Berlin

Bremen
Jacobs
University
Bremen

Jacobs
University
Bremen

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」のメンバーが、海外のキ
ャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブサイトへ。� http://ryu-fellow.org

が
呼
び
起
こ
さ
れ
、
学
習
へ
の
情
熱

が
わ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
私
は
、
実
際

の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
の
重
要
性

を
学
ん
だ
。
教
室
の
経
験
は
必
須
だ

が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
学
び
は
学
習

を
よ
り
実
際
的
で
面
白
い
も
の
に
し

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
８
年
４
月
19
日
）

リレーエッセー

ヤーコプス大学ブレーメンのキャンパスの堀さん＝本人提供
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